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処
理
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
は
地

方
自
治
法
に
抵
触
す
る
た
め
、
ふ

さ
わ
し
く
な
い
。
二
枚
橋
焼
却
場

用
地
も
、
負
担
の
公
平
性
、
調
布

飛
行
場
と
の
関
係
で　

ｍ
の
煙
突

６０

し
か
建
て
ら
れ
な
い
こ
と
、
調
布

市
の
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
候
補
地
に
な
っ
た
場
合
、

大
き
な
困
難
を
か
か
え
る
こ
と
に

な
る
。
都
の
責
任
を
明
ら
か
に
し
、

公
園
用
地
を
交
渉
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ご
み
処
理
施
設
担
当
部
長　

今

後
小
金
井
市
が
計
画
を
つ
く
れ
ば
、

東
京
都
の
協
力
が
願
え
る
と
い
う

ふ
う
に
考
え
、
建
設
に
邁
進
す
る
。

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

�
地
球
温
暖
化
防
止
は
ま
っ
た

な
し
の
緊
急
課
題
で
あ
る
。
�
開

発
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
転
換
し
、

環
境
配
慮
型
の
ま
ち
づ
く
り
へ
切

り
換
え
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
抑
制

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
�
地
球
温

暖
化
防
止
を
総
合
的
に
推
進
す
る

た
め
、
条
例
を
制
定
し
な
い
か
。

�
小
金
井
市
の
環
境
配
慮
指
針
や

基
準
を
見
直
さ
な
い
か
。

　

市
長　

�
現
在
市
が
進
め
て
い

る
の
は
基
本
的
な
基
盤
整
備
で
あ

り
、
計
画
を
進
め
て
い
く
。

　

環
境
部
長　

�
地
域
推
進
計
画

を
第
一
に
考
え
て
お
り
、
条
例
制

定
は
考
え
て
い
な
い
。
�
見
直
し

に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い
。

　

�
ジ
ャ
ノ
メ
跡
地
は
、
庁
舎
建

設
基
金
を
活
用
し
て
お
り
、
ご
み

地
球
温
暖
化
防
止
に
む
け

地
球
温
暖
化
防
止
に
む
け

小
金
井
市
の
対
策
を
問
う

小
金
井
市
の
対
策
を
問
う

実
行
計
画
の
中
で
定
め
、
環
境
行

動
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
、
毎

月
の
環
境
行
動
を
各
課
各
施
設
で

チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
依
頼
済
み
だ
。

�
裏
面
に
は
市
民
用
、
事
業
者
用

の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
つ
け
活
用

で
き
る
よ
う
な
作
り
の
環
境
に
配

慮
し
た
行
動
を
示
し
た
冊
子
、
小

金
井
市
環
境
行
動
指
針
を
環
境
講

座
や
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
環
境
施
設

見
学
会
時
参
加
者
に
配
っ
て
い
る
。

　

学
校
教
育
部
長　

�
今
年
度
、

環
境
教
育
推
進
委
員
会
を
設
置
し

た
。
大
学
の
環
境
教
育
機
関
と
も

連
携
を
取
り
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

中
根
三
枝
（
自
由
民
主
）

　

福
田
首
相
が
議
長
を
務
め
る
北

海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
が
７
月
７

日
か
ら
開
催
さ
れ
る
。
主
要
テ
ー

マ
が
地
球
温
暖
化
防
止
で
あ
る
。

現
在
世
界
各
地
で
顕
在
化
し
て
い

る
問
題
対
策
に
は
地
球
環
境
の
保

全
、
回
復
が
絶
対
必
要
条
件
だ
。

持
続
す
る
低
炭
素
社
会
へ
移
行
す

る
た
め
に
は
行
政
主
導
で
市
民
、

企
業
、
団
体
へ
の
働
き
か
け
と
市

の
率
先
垂
範
が
欠
か
せ
な
い
。
�

市
役
所
で
と
ら
れ
て
い
る
Ｃ
Ｏ
２

削
減
策
は
。
�
市
民
へ
の
働
き
か

け
は
ど
う
し
て
い
る
か
。
環
境
カ

レ
ン
ダ
ー
は
作
れ
な
い
か
。
�
小

中
学
校
、
環
境
教
育
の
実
際
は
。

　

環
境
政
策
課
長　

�
電
気
や
自

動
車
の
燃
料
、
紙
、
廃
棄
物
等
削

減
す
る
こ
と
を
地
球
温
暖
化
対
策

環
境
行
政
の
充
実
を
願
っ
て

環
境
行
政
の
充
実
を
願
っ
て

も
否
定
で
き
な
い
。
緑
を
守
り
、

育
て
る
サ
ポ
ー
タ
ー
も
含
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

環
境
政
策
課
長　

�
雨
水
貯
留

槽
の
設
置
の
ア
ピ
ー
ル
と
併
せ
て

し
て
い
き
た
い
。

　

学
校
教
育
部
長　

�
校
長
会
な

ど
で
も
投
げ
か
け
て
い
き
た
い
。

　

環
境
部
長　

�
検
討
し
た
い
。

�
緑
を
育
て
る
部
分
は
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
協
定
で
活
動
を
続
け
て

い
た
だ
き
た
い
。

■
そ
の
他
に
、「
障
害
者
の
働
く

場
と
し
て
、
第
二
庁
舎
の
軽
食
堂

を
活
用
し
な
い
か
」
を
質
問
し
た
。

小
山
美
香
（
み
ど
り
の
風
）

　

温
暖
化
対
策
が
急
が
れ
る
中
、

ま
ず
市
が
率
先
し
て
取
り
組
む
べ

き
で
あ
り
、
市
民
に
も
協
力
を
求

め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
�
温

度
を
下
げ
る
効
果
が
あ
る
環
境
行

動
と
し
て
、
雨
水
を
利
用
し
た
打

ち
水
を
し
な
い
か
。
市
民
に
も
市

報
等
で
広
く
呼
び
か
け
な
い
か
。

�
環
境
教
育
と
し
て
学
校
で
の
緑

の
カ
ー
テ
ン
の
取
組
を
広
げ
な
い

か
。
�
市
役
所
前
の
照
り
返
し
が

き
つ
い
場
所
や
バ
ス
停
等
、
涼
し

い
夏
の
創
出
に
緑
の
カ
ー
テ
ン
を

つ
く
ら
な
い
か
。
�
４
月
か
ら
環

境
美
化
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を
開
始

し
た
が
、
清
掃
の
み
。
美
化
清
掃

で
考
え
る
管
理
が
、
関
東
タ
ン
ポ

ポ
や
カ
ン
タ
ン
が
生
息
す
る
草
木

等
の
貴
重
な
植
物
を
失
う
リ
ス
ク

温
暖
化
対
策
は
市
役
所
か
ら

温
暖
化
対
策
は
市
役
所
か
ら

雨
水
や
緑
の
活
用
を

雨
水
や
緑
の
活
用
を

る
か
は
話
し
合
い
次
第
と
思
う
が

ど
う
か
。

　

開
発
事
業
本
部
長　

地
権
者
の

総
意
が
市
の
方
針
と
違
っ
て
く
れ

ば
市
の
方
針
は
進
ま
な
く
な
る
。

■
そ
の
他
に
、
�
育
児
の
支
援
ヘ

ル
パ
ー
の
充
実
に
つ
い
て
�
子
育

て
の
電
話
相
談
体
制
に
つ
い
て
�

乳
幼
児
の
予
防
接
種
の
会
場
を
増

や
す
こ
と
に
つ
い
て
�
幼
稚
園
が

市
内
北
西
部
で
相
次
い
で
廃
園
す

る
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

�
市
の
方
針
を
受
け
都
市
再
生

機
構
が
作
成
し
て
地
権
者
に
示
し

た
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
再
開
発
第

二
地
区
の
図
面
で
は
、
低
層
部
に

店
舗
が
入
り
、
図
書
館
が
入
り
、

そ
し
て
市
役
所
が
入
る
、
雑
居
ビ

ル
の
よ
う
な
市
庁
舎
が
入
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
市
庁
舎
の
位
置

の
変
更
は
市
議
会
の
３
分
の
２
の

議
決
が
必
要
。　

万
市
民
の
市
役

１１

所
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
を
、

議
会
に
も
報
告
し
な
い
で
進
め
る

の
は
お
か
し
い
。

　

開
発
事
業
本
部
長　

地
元
で
話

し
合
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
図
で
あ

る
。
地
元
の
理
解
を
得
な
が
ら
議

会
に
出
し
た
い
。

　

�
市
庁
舎
を
入
れ
る
の
は
市
の

方
針
。
地
権
者
が
そ
れ
を
採
用
す

再
開
発
第
二
地
区
の

再
開
発
第
二
地
区
の

市
庁
舎
建
設
は
や
め
よ

市
庁
舎
建
設
は
や
め
よ

既存ビルがある第二地区

市民の足として親しまれるココバス

事
業
資
金
に
つ
い
て
は
審
議
会
の

意
見
を
聞
い
て
調
査
・
研
究
を
し

て
い
き
た
い
。

　

�
コ
コ
バ
ス
北
東
部
循
環
に
つ

い
て
、
梶
野
町
一
、
二
丁
目
へ
の

路
線
変
更
な
ど
の
改
善
と
、
中
央

線
高
架
完
成
後
の
路
線
検
討
の
中

で
北
東
部
の
二
ル
ー
ト
化
も
含
め

た
抜
本
的
な
検
討
を
求
め
る
。
ま

た
停
留
所
の
地
図
の
改
善
、
ベ
ン

チ
、
屋
根
の
設
置
を
要
望
す
る
。

　

都
市
整
備
部
長　

高
架
事
業
の

進
捗
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。
地
図

は
事
業
者
の
方
と
調
整
中
で
対
応

で
き
れ
ば
し
て
い
き
た
い
。

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

�
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
増
大
や

預
金
ゼ
ロ
世
帯
の
急
増
な
ど
格
差

と
貧
困
が
広
が
る
中
、
原
油
高
騰

の
影
響
で
市
民
生
活
は
さ
ら
に
大

変
に
な
っ
て
い
る
。
一
昨
年
来
の

庶
民
増
税
に
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
実
施
で
特
に
高
齢
者
の
生
活
は

切
実
な
現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

市
民
税
減
免
制
度
の
減
免
規
定
を

生
活
実
態
に
即
し
て
拡
充
す
る
と

と
も
に
、
高
齢
者
へ
の
生
活
支
援

策
の
強
化
を
求
め
る
。
ま
た
、
中

小
零
細
業
者
の
支
援
の
た
め
、
緊

急
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
実
施
や
小

口
事
業
資
金
融
資
斡
旋
制
度
の
緊

急
資
金
の
対
象
に
原
油
高
の
影
響

も
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

経
済
課
長　

商
工
業
者
の
声
を

聞
き
実
態
把
握
に
努
め
る
。
小
口

市
民
の
く
ら
し
と
営
業
へ

市
民
の
く
ら
し
と
営
業
へ

の
支
援
強
化
を

の
支
援
強
化
を

�
給
食
の
地
場
野
菜
品
目
の
増
を
。

　

環
境
部
長　

�
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
構
築
の
中
で
検
討
。

�
再
生
紙
偽
装
問
題
の
暫
定
措
置

解
除
に
合
わ
せ
て
改
正
。

　

建
築
営
繕
課
長　

�
検
討
す
る
。

　

管
財
課
長　

�
入
札
時
Ｉ
Ｓ
Ｏ

認
証
取
得
業
者
に
加
算
し
て
い
る
。

　

学
校
教
育
部
長　

�
給
食
室
設

備
な
ど
難
し
い
が
再
検
討
す
る
。

�
市
内
農
家
は
少
量
多
品
目
生
産

の
た
め
難
し
い
が
検
討
す
る
。

■
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
予
測
は　

万
�
で
市
施
設

１２０

全
て
の
約
４
分
の
１
と
判
明
し
た
。

漢
人
明
子
（
み
ど
り
の
風
）

　

こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
私
も
参

加
す
る
み
ど
り
三
多
摩
と
い
う
グ

ル
ー
プ
が
自
治
体
の
環
境
政
策
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
基
づ
い
て
発

表
し
た
。
小
金
井
市
は　

・
５
点

６２

で
４
位
。
ご
み
減
量
、
水
環
境
保

全
は
ト
ッ
プ
だ
が
、
森
林
保
全
、

企
業
の
取
り
組
み
推
進
、
学
校
給

食
は
平
均
以
下
。
こ
れ
ら
の
改
善

に
取
り
組
ま
な
い
か
。
�
コ
ピ
ー

紙
使
用
削
減
の
数
値
目
標
を
。
�

生
物
多
様
性
の
宝
庫
で
あ
る
熱
帯

雨
林
保
全
の
た
め
熱
帯
材
使
用
の

抑
制
を
。
�
グ
リ
ー
ン
購
入
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
再
生
紙
古
紙
配
合
率

　

％
を　

％
に
戻
さ
な
い
か
。
�

７０

１００

企
業
へ
の
働
き
か
け
が
な
い
。
回

答
ミ
ス
か
。
�
食
糧
自
給
率
ア
ッ

プ
の
た
め
米
飯
給
食
の
回
数
増
を
。

三
多
摩
エ
コ
ラ
ン
キ
ン
グ

三
多
摩
エ
コ
ラ
ン
キ
ン
グ

総
合
４
位
を
受
け
て

総
合
４
位
を
受
け
て


